
感染症流行の早期検知と警報一注意報発令機能を組み込んだ  

感染症情報提供システムの開発  
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感染症流行の早期検知と予防には感染症発生動向調査事業で収集された情報の効果的な利用が不可欠である。  

著者らはインターネットを通じて情報還元できるデータベースシステムを開発した。遠隔地ユーザーの要求に従  

って検索された結果から，患者発生の数値データだけでなく，視覚化された地図グラフや棒グラフの自動的な表  

示・提供が可能となった。また，流行の警報・注意報発令の提供も試みた。流行の時間的・位置的推移をインタ  

ーネットのホームページ上にアニメーションとして表示するシステムを作成した。本システムは感染症診断や予  

防業務に有用なシステムツールであり，情報作成のために要する彪大な人手と作業時間を軽減すると考える。  
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1．はじめに   

感染症発生動向調査における感染症患者発生情報は，  

LGWAN（統合行政ネットワーク，地方公共団体を相互に  

接続する行政専用のネットワーク）／WISⅡ（構成労働省行  

政総合情報システム）を通じて全国および都道府県別・保  

健所別数値データとして定期的に還元されている1・6）。し  

かし，現在のところ，都道府県別・保健所別の小区域単位  

のデータ還元は極めて限定されていて，感染症患者が発  

生している地域の流行状況と近接区域・他府県との比較  

や流行波及の時系列的な分析などが困難な状況にある  

1・か6）。1999年4月に施行された感染症法では，感染症の  

予防と蔓延防止を謳っており，2003年11月には一部改  

正され即），緊急時における感染症対策の強化がなされ，  

感染症情報のスムーズな収集と迅速な活用が重要課題と  

なっている1舟6－8・13）。   

著者らは，インターネットとデータベースを組み合わせ  

た感染症情報の即時還元システムの構築を進めている  

8朋）。感染症の流行状況を時間的・空間的に分かり易く提  

供するためには，表形式による数値データだけでなく，俸  

グラフや地図等のグラフィカルな形でのデータの視覚化が  

効果的である。しかしながら，短いインターバルで更新さ  

れるデータについて，そのつど各地域ごとの画像データを  

事前にかつ網羅的に作成することは非常に困難なことで  

ある。今回，著者らは，遠隔地から閲覧可能で，入力され  

た条件（必要な地域単位，期間）に応じて検索した結果を  

リアルタイムでグラフとして，また動的に地図アニメーション  

として作成・提供するシステムを開発したので報告する。ま  

た，流行予測の提示方法についても検討した14・18）。  

2．資料   

本システムが提供している全国都道府県別りと海道の  

二次保健医療圏別の1981年から現在までのインフルエ  

ンザ・小児科定点把握の5類感染症のうち，13感染症の  

定点当り報告数を用いた3，捕8）。  
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よび遇）等のデ血筋要求壷こ基づき汐 患瀞発生状況を医  
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療樹の地図表示の1例を示す。各医療県別の流石状況  

は各感染症ごたをこ設けた素顔基準で色分けじた。斎藤  

基準は当該遇の過去 5年間データにおける CPEG  
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画面には当該過と前3週の合計4週の状況が－一ページ  

に素示され，4週間の流行状況の推移が示されたこ   

また，同様にして，都道府県別地図グラフを作成し，  

週または牢集計値を表示させた 伯J6）。  

一 一 －●   

また，他国上で指定する期間の経緯的変化を動画で責   
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を用いた。Sl〔Gで作成されたグラフィックスを表示するに  

は，プrティアントがPCに予めSVG＼γiewerをインストーrル  

Lておく必要がある。SVG ViewerはAdobe社〔りホーム  

・ ・、・、  一三       ・ ・  

である。   

北海道21医療圏の地図上で指定する期間の経時的変  

化を動画で表示させた（回7）。都道府県別地図の動画も  

搭寂した個6，8）。感染症別，地域別∴選別，年別，さら  
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例：2000年第20週  

における計測  
感動淀激職警報発瑞機能   

㌔に設定し∴ヒアルゴリ：∴キムミi’i3′は）に去ヰこ警報・注吉報  

乳汁きミ箋∴ア〕たきわ」つ計瓢ま∴喜）二日－P七にプてニケラムLて実施し  

た＝計測姜え菜につい‾‾こ言五蕃遺瀦牒湖車北海道巾着二；二きこ  

軽率牒描車ナ一覧表ならびに地軋ブラフに付加し∴表示さ  

一せた。   

瀞短期的妖艶緻綴職ための訝㌢激   

以下に示す無筆拍子撞こ況把握こ：7二jた～祝7〕計測方法をプセ  

ナラムに搭範レ㌔   

恕絡発議勒設露浄③趨週報祭数の当惑準潟週報祭数をこ  

対す■5比∴言ミヰ邁報告数の過去5年間報告数凍∫，当言責コ  

擾職洛媛週米鎧啓開さ蔓こ謝する臆蛋鰐㌘濫隠き夢㊨当該週の  

退室5年三汚首報告数卜当然邁を含む前5草間）におiナう標  

準変盈汐⑤当接遇を僚鮎前茄啓開報告数郎軍均健宅鼠漉汐  

閣9を静解語9⑥当綴週を潜鮎前5準閣磯暦数の牒準備  

毒∴‡二〕当該選を含む前5年乳詫告幾こりべ－ステイン95，  

㊦当言責遇を含む前5孝標蘭書登やベースナイン68∴告ご”  

当言責邁賽告敦丁一打丁当終選を含む前5年間葦若僧ザべ－・→  

ステイン6㌢との葦離篭どである。   

前掛瀞隠既に磯紫蘭虜儲澗感服儲わ緻パ艶酎掛・蕊当該  

遇を含む前5年間デー一夕を母集団として取り扱う基本統計  

登を用いた方法である。（二手トミーステイン95パ士当該遇を  
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測しプニットしたラインである。．また∴亘イベースライン68」  
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ム1（インフルエンザなど－秘め造診療㊨泣く）   凝瀞   
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⑳上記以外  
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⑳†当額凋せ含む渦ヰ剋／釣合遡暗色蝕比、j≧1   忠勝執鞠   
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漁期盈紆常潮汐濃紺獲凝滞感激爵磯譲   

鵬スライン‘息乗漏か  
べ叫スラインタ5まで  

貌農期流縛予測職ための鮒熟   

慮期琉縛予測のための新潮健数㍑て篇各感染症流行の  

過去24年瓢こおける品瓢趨勢変数∴季節変凱i那取得  

環変数間期｝年間温室（三舟行）パターンおよび適意流蕎  

年などを先主ニ報告の方法妄こより計謝した 江ユヱi5チほてj。⊃計測  

結果一1一覧を園13に示Lた。  

驚塘 蔓註 渡激鞄  

、－    ．・．  一  、 －∴一、J   

将短期流行瀾潮且よび予測の実際   

陸将に短期流什了・測のためのワークシートを示した。当  

言‡乍週ノ二）革己況把握と1へ・⊥一塁週経までしり状況予測を日医はして  

いる（－各感染症（7一汁＼一⊥豊遇F甘綬の予測値（期待値）と実測  
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L、て∴クライアントナイトが必要に応した部分Ⅵ時届刊悔  

軒を行える簡易なソフトの構築を試みたし，   

信頼性のあるデー・－タの収集巨大損データの補完法，デ  

ー一夕¢）分布とそLり位置を捉える基本統計解析，傾向変動，  

季節変動，循環発動などの時系列データの構造解析など  

亡・り方法をプログラムした。こ才■一しらデータ解析に基づく各感  

染症の過去・現況把握の方法および流行予測法にづいて  

のプログラムも装備したの   

実践的には，小児科およぴインフルエンザ定点把握の  

13感染症について，全都道府県馴（1981牛から現在ま  

で二）患者報告数データも搭載し，提供す■5ソフト＼の入力  

で最終結果を尊けるようにセットした。   

地域クライアントが必要に応じ，自由な独自の情韓を作  

成することが可能となり，地域の感染症の患者発生状況の  

時系列，菰行状況，さらに空間的広がりとその推移が視覚  

化されると考えられた。また，先に開発したアルゴリズムに  

基づく警報・注意報発令のシグナ．ルの呈示が，クラ・イアン  

トサイドで可能となった。   

本システムは感染症診断や予防業務の医療関連従事  

者ならびに研究者に有用なシステムツールであり，イメー  

ジファイルの作成のために要する彪大な作業と時間を軽  

減すると考えられた。なお，平成18－19年度科学研究費  

およびシーズ発掘試験（科学技術振興機構）研究費の投  

入により，週毎に報告されるデータの逐次入力への対r古  

およぴアクセス曽閲覧速度の向上のた捌こ，データおよび  

情報発信サーバのリニューアルを行い，システムの増強を  

［ニヨノ5っ  

ニ・．：（・≒‾－こ二．ミ／∴  

i）長谷川伸作．“感染症”．公衆衛生学（村松 掌ら編）．  

－ ∴ ‾＿ ．      ∴∴ － ‥・．・．．、 て   

薦2板2005，76－87   

∴ 、．  ．    ・    ＿  －   ． ●■．＿   

Government Wide Area Network），総合行政ネッ   

トワーク基本要綱．総合行政ネットワーク運営協議会．   

改正平成：17年11月17日，  

・＼・・・・‥ ・・、∴  二 ∴・∴・l、、＼こ・．こ－－   

－1－1．JTOukou＿20051117．pdr  
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発生動向（感染症サーベイランス）情韓の解析一全国   

および北海道，1981－1997年－．北海道立衛生研究   

所軋48，23－40（1998）   

．  、 －こ‥ ．．．・ ‥．・．－モ．・：∫ニ ー、・：．  

瀦農期約状況把擾の藍めの計測警報瀞注意報発令ア  

ルゴリズム   

上記磯田の計測暴こより激減蓮れた周期齢よぴノ聞き明渡の  

大きさを組み合わせて設定したアルゴリ．ズムによった（図  

温像譲掛違鴎さゆ  

密教瀞約露出：啓鞄琴穐聯蜘職灘戯静  
誌塑た艶堀割の算出：コレログラム・パワースペクトルによる欄熱の濃瀞と温度の許出  
ベースラインの纂出こ基本せ鮒量、生温の5年胡重」致分布の2シグマ雷たは平均饉く中央飽）   

こ、   － －、＿∴－、 ＼ －  －．．‾＝ト．・  

′潮∋   

腋長期流行予測の実際   

上記計測結果からさ1～5年先の流行年・月の有無およ  

ぴその規模を表示させた（図15）。早または季節周期が規  

則的に繰り返す感染症では，綾の発生実勢と【一致し，80  

、1009ノらの一一致をみた（都道府県レベル）。なお，道内 21  

医療姫別のうち定点数が5以下の地域では73％以上に  

留まる。また，非流行年が不規則に出現する，または報告  

がまれな感染症においては的中率が低く，流行予測は不  

可能と考えられた。   

郷 ∴二∴   緻腰臓磯‰腰転痛嘲馳鶴瓶き  

‡‡J‾ ニこ・．ミ・∴、∴■・‥：‾：∴ニ ∴；こ－ご．●・● －－ ∴  

●・ご享さ   

若者らはインターネットとデータベースを組み合わせた   

・  こ    －  －  ・・∴  

感染定登生動向詞曇で収漬された患者発生データを用  
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